野生生物資源管理と生物多様性の保全

1.ワシントン条約
　　1972年の国連人間環境会議にて決議され、翌年にワシントンにて調印された。生物多様性条約とは姉妹関係にある。
　　絶滅危機度に応じて生物種を三段階に区分されている。
　付属書Ⅰ：原則として商業目的の輸出入を禁止。
　付属書Ⅱ：国際取引を規制しないと将来的に絶滅する可能性があるもの。輸出許可性。
　　付属書Ⅲ：自国内で捕獲採取を禁止・制限しているものに対して他国に協力をあおぐこ
とができる。
　　計　　：動物およそ5000種、植物およそ28000種。
近年、水産種の存在感が高まりつつある。
↓
経済のグローバル化がもたらす地球環境問題への懸念。
「ナマコ戦争」…ナマコを採取するためにガラパゴス諸島付近にやってきた漁民が、上陸してナマコの加工をしたことに端を発している。
　船や漁民から様々な外来種が持ち込まれ、生態系崩壊。
　　この「ナマコ戦争」はいまだ議論の的に。
他の水産種へ波及しつつ
「大西洋クロマグロ問題」
付属書Ⅰへの掲載をするか否か。
→否
欧米先進国は自国に需要あり。しかし発展途上国は禁輸により経済的に打撃を受ける。


メモ：ワシントン条約とラムサール条約
　　　クロマグロ問題に見える経済＞環境の関係性




2.ニホンジカの大発生
　　かつては絶滅が危惧された。
　しかし、禁猟により保護され回復。狩猟者の減少、高齢化により増えすぎている。
　　シカの激減、激増の原因は人間の不適切な自然との関わりである。よって捕獲による解決は過去の過ちの上塗りである。
　個体数が正確に把握されていない。シカと共存する限り、農林業被害をゼロにはできない。


メモ：人間が関わらない方がいいのでは？
　　　今回この増えすぎたシカを自然界に任せたらどうなる？
　　　少なくなるのでは？
　　　今回また人間が関わると永遠に人間の手による解決が必要かと。




まとめ
　　　「緊張関係のある共存」…人間と動物が共存するためには動物が人間を恐れて避ける
状況
　　　　　　　　　　　　　　→ほどほどに狩る
　　　　エコロジカルフットプリント…エネルギー、食料、住居などから生活に必要な環境
負荷を土地面積当たりで評価する指標。
日本の場合、生物多様性が過剰利用だけでなく利用不足で損なわれているのでは？
海外から輸入した方が安い。よって日本国内では一切自然は失われない。

生物多様性条約における視点は、持続可能な利用と少数民族の知的所有権の保護である。これはワシントン条約にはない視点。
これからは保護・保全一辺倒ではなく、乱獲を防ぎ持続的利用の原則への理解を推進していくべき。


メモ：エコロジカルフットプリントを後に勉強するであろう内生的開発に応用できる？
　　　資源を輸入に頼りきっている日本の責務は大きい。
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